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＜前回の記録＞ 

第 2779回 令和 4年 8月 4日 木曜日 

 物故者法要 照明寺住職 和田英昭様 

 

司 会 進 行 國田大雄 SAA 

 

点 鐘 水上成樹会長 

 

ソ ン グ 国歌「君が代」 

       奉仕の理想 

 

来 客 紹 介 水上成樹会長 

照明寺住職 和田英昭様 

 

物故者法 要 

照明寺住職 和田英昭様による読経 

 

 

 

法 話 照明寺住職 和田英昭様 

 はじめまして。相生の和田と

申します。御縁を頂いて少しだ

けお話をさせて頂きます。 

 昨年、東京オリンピックが行

われました。男子柔道監督の井

上康生さんをご存知だと思いますが、ご自身も

2000年のシドニーオリンピックで金メダリストに

なられました。男子柔道の監督は、１期が 4 年で、

最長 2 期で 8 年だったのですが、コロナのために

東京オリンピックが延期になり、9 年の任期を務

めてお辞めになりました。井上康生さんの若さで

監督になる要請があったことは非常に珍しいこと

で、その就任にあたっては、日本のお家芸である

男子柔道がオリンピックでメダルを獲得できなか

った年があったため、井上康生さんに頑張って欲

しいということでした。色々と悩んで、その結果、

監督を受けられたということです。選手達が集ま

る合宿に行って康生さんが驚いたのは、練習して

も思うような成績が出せないということで、選手

達に覇気がないことでした。普通だったら、やる

気を出すために頑張れとか言うところですが、康

生さんがやる気のない選手に言った言葉が、非常

に大事だなと私は思いました。その言葉というの

が、「昨日まで元気だった大切な人を、いつ亡く

すかわからない。一日一日を全力投球で生きて欲

しい。」というものです。この言葉を言われた背

景には、2000 年当時、大学生だった康生さんは、

その前年にお母さんを 51 歳、くも膜下出血で亡く

されました。康生さんは、男 3 兄弟の末っ子でし

た。突然お母さんを亡くされた康生さんは、その

葬儀の後お父さんに、柔道の全日本選手権があり、

＜次回の予定＞ 

第 2787 回 令和 4 年 9 月 29 日 第 5 木曜日 

        澤崎邸訪問 

     

          尾藤 純様 

          

         西村 肇会員 

 

   会長卓話(林 健吉会長) 

 

        

  

      

     

    

 

 

    

           

     

        

   

＜本日のプログラム＞  

第 2785 回 令和 4 年 9 月 15 日 第 3 木曜日 

    会員卓話  酒井智義会員 

          森下 光会員 

          

       

 

 

          

 

 

 

            

 

 

 

 

            

 

 

           

      

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

     

 

     

 

 

 

 



それに勝たなければオリンピックに出ることがで

きないから東京の大学に帰りたいと言いました。

それを聞いたお父さんは、一番可愛がってくれた

お母さんが亡くなって、それどころではないだろ

うと怒ったそうです。そうしたら、それを見てい

た一番上のお兄さんが、「お母さんが亡くなって

悲しいのは、康生も同じだ。でも、ここで悲しん

でいるよりも、康生がオリンピックで活躍するこ

とを一番喜んでくれるだろう。」とお父さんを説

得しました。それで康生さんは全日本選手権に出

場し、オリンピック選手に任命され、2000 年のシ

ドニーオリンピックで勝つことができました。で

も、お父さんを説得してくれたそのお兄さんが、

その 5 年後、32 歳の若さで急死されてしまいまし

た。大事な方お二人、お母さんが 51 歳で、お兄さ

んが 32 歳で、患うことなく急死する。このような

ことがあって、先ほどの言葉を選手達に言ったの

です。 

 私達は平均寿命が 80 歳と言われる時代です。で

もこれは、あくまで平均を取ったのが 80 歳であっ

て、100 歳まで長生きされる方もあれば、事故や

病気などで短命で亡くなられる方もみえます。身

近な方、大事な方を亡くすことを通して、本当に

自分は一日一日を大切に生きているのだろうか、

ということが問われるのだと思います。だから、

やる気のなかった選手達も康生さんの言葉に、ふ

と自分を見つめ直したのではないかと思います。

練習を一生懸命頑張っても結果に繋がらないと不

貞腐れるよりも、今自分ができることを精一杯、

丁寧にやっていくということが、本当の意味で大

切なのではないかと。その言葉に奮起したから、

その後のオリンピックでは男子柔道の選手が、多

くのメダルを獲得して活躍したのだと思います。 

 私たちは普段、朝起きて、昼間働いて、夜寝る、

そういう毎日の繰り返しですが、本当に一日一日

を大切に生きているんだろうか。例えば、こんな

はずではなかったのにとか、若い頃はよかったの

にとか、過去に未練を残しながら、今を生きてい

ないのではないか。そのことを確かめてみること

が、非常に大切なことではないかと思います。あ

るお寺の掲示板に、こんなことが書かれていまし

た。「あなたは生きていますか。それとも死なず

にいるだけですか。」私たちが、今与えられてい

る環境の中で、一日一日全力投球しながら生きて

いるのか。あの頃はよかったなあ、若ければよか

ったなあとか、愚痴ばかり言ったところで、今の

自分が置かれている環境が変わるわけではありま

せん。確かに大変かもしれない、苦しいかもしれ

ない。しかし、自分の与えられた場で精一杯でき

ることをしていくことが、本当に生き切るという

ことではないかと思います。私たちは、それぞれ

の環境で精一杯頑張っています。一日一日大切に

生きているのか、丁寧に生きているのか。ある先

生は、完全燃焼して下さいということを言われま

した。私たちは、この世に生を受けたからには、

完全燃焼して生きたいのだと。与えられた命を丁

寧に大切に生きていきたい。その命、そのものの

願いに目覚めて生きていくことが大事なことでは

ないのかと。 

今日は、亡くなられた先人の方達を偲ぶ法要で

す。私が教えられたのは、供養というのは、人か

ら色々なことを教えられ、色々なことを賜った、

その命を無駄にすることなく、完全燃焼し尽くす

ことだ。亡くなった方に恥ずかしくない人生を送

る、そのことが一番の供養に繋がるのではないか

と思います。 

今回、ご縁があってお話をさせて頂きました。

最後までどうもありがとうございました。 

 

情報の時間 三原慎也会長エレクト 

「四つのテスト」唱和 

 

出 席 報 告 長尾信幸出席担当責任者 

 

ニコＢＯＸ 可児一彦ニコ BOX 担当責任者 

・照明寺住職 和田英昭様 法要宜しくお願い致し 

ます。               水上成樹 

・本日はお忙しいところ、照明寺住職 和田英昭様

ありがとうございます。どうぞ宜しくお願い致し

ます。              野田三津雄 

・本日の物故者法要、照明寺様ありがとうございま

す。また、遠藤君色々とありがとうございます。 

河合 修 

・照明寺住職 和田英昭様 本日はありがとうござ

います。 

遠藤一史・廣瀬泰輔・可児一彦・河合和也 

國田大雄・前田伊三夫・松森 薫・三原慎也 

村土時男・長尾信幸・永瀬和郎・大川達也 

酒井智義・霜野賢一・山下友幸 

 

幹 事 報 告 野田三津雄幹事 

・RI 日本事務局より 8 月会員増強・新クラブ結成

推進月間リソースのご案内 

・地区大会事務所より地区大会クラブ活動報告作

成のお願い 

・米山記念奨学会より普通寄付金申告領収書受付

開始のお知らせ 

・ガバナー事務所、ガバナーエレクト事務所より

夏季休暇のお知らせ 

＜拝受＞ 

・関 RC より創立 55 周年記念誌 

・関中央 RC より週報 

 

 

 

会員数 出席 補正 出席合計 出席率 

35 名 18 名 11 名 29 名 82.7％ 



会長の時 間 水上成樹会長 

皆さん、こんにちは。今日は物

故者法要です。近年ですと、遠藤

主税さん、和田詠伸さん、小板慶

一さんが亡くなられました。私が

遠藤さんと最後に例会で会った

時、「私、来週から入院することになりました。」

と言われました。「どうしてですか？」と聞いた

ら「癌で入院するんです。」と言われて、突然だ

ったので何も言うことができませんでした。必ず

またここへ戻ってみえるだろうなと思っていまし

たが、それが最後になったことを思い出します。 

和田詠伸さんと私は親戚になるんですが、急死で

突然だったので、本当にびっくりしました。亡く

なる 1～2 週間くらい前に、夜中寝ている時に、急

に心臓がえらくなって凄く辛かったと言われたこ

とを思い出しました。その時に、死ぬかと思った

と言われましたので、病院へ行って診てもらうよ

うに言った覚えがありますが、その時にもっと強

く言えばよかったと思いました。個人事業主だと

どうしても健康診断を怠るということがあるかと

思います。そういうこともあって、しっかりと診

断を受けていなかったこともいけなかったと思い

ますので、皆さんも健康診断は必ずするようにし

て下さい。業者さんと仕事をすると、どうしても

健康診断を受けないと現場にも入れませんので受

けますが、個人事業主さんだと行かない方もみえ

るようなので、どうか健康診断を受けて欲しいな

と思います。小板慶一さんに一番最後に会ったの

は、 

私が幹事をしていた時で、その時の会長の村土さ

んと病院へお見舞いに行った時でした。その時は、

お話ができる状態ではなかったので、もう少しお

話ができたらよかったなと、後から思いました。

今日は亡くなられた方のご冥福を心からお祈り申

し上げます。 


